
『哲也の部屋』Ⅱ   〔Ｎｏ．９〕  

 ‘２３ １０／３０（月） 

職員もキラリ！”長門小  

～ 襷と絆をつないだ「ともしびの里駅伝」 ～ 

 

 ２２日（日）、「第３４回ともしびの里駅伝」が、武石地域総合センター周辺を主会場に、

武石地域内を７区間全２５.２ｋｍのコースで行われました。平成２年に武石村主催で始まった伝

統ある大会です。残念ながら昨年はメンバーが揃いませんでしたが、今年は、昨年度までのお

仲間 Ｔ先生の声がけをＹ先生が中心になって広げてくださり、チームを編成して出場するこ

とができました。ぶっつけ本番に近い状況での出場でしたが、“参加することに意義があ

る！”と開き直っての参加でした。メンバーで揃って練習することもできずに、それでもと前

日にコース確認をしましたが、コースの高低差を感じ、かえって不安を大きくした先生方でし

た。 

 当日は雲一つない晴天！  秋晴れに輝く武石の山々に囲ま

れたコースのなか、沿道の人たちや駆けつけてくださった先生

方、家族の参加で来ていた子どもたちの声援を受けると、否応

なしに分泌したアドレナリンと、レース前にチャージしたドリ

ンクの力を受け、先生方７名は全力の走りを見せてくださいま

した。そして、襷を繋ぎ、全員が予想以上の好タイムで走り抜

くことができたのでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「嫌だ～」「ダメ～」などと言いながらも、先生方が職員室で盛り上がっていたことが、  

 監督（校長）として、ただただ嬉しかったです。 

 選手の先生方、お疲れ様でした。 

ありがとうございました！ 来年も懲りずに是非！！ 

＜レース記録＞ 

１区（３.５km 上り）２１’５８ 

２区（３.７km 下り）１９’０６ 

３区（２.０km 下り）１０’２０ 

４区（３.３km 上り）１８’５６ 

５区（３.６km 上り）２２’１３ 

６区（３.７km 下り）１８’５５ 

７区（５.４km 下上）２６’５３ 

総合 ２時間１８分２１秒 

（４０位／４３チーム） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


